
タバコは血管にダメージを与え、その結果“動脈硬化”をおこし、血管が詰まったり破れたりします。

そして、それが心臓でおこった場合は“心筋
しんきん

梗塞
こ う そ く

”や“狭心症
きょうしんしょう

”と呼ばれる命にかかわる病気になる事

はすでに紹介しましたね。同じように重要な脳の血管が詰まったり破れたりすると、こちらも命にかかわ

る病気になります。 

 

下図に示すように、脳の血管に関係する病気全体は“脳
のう

卒中
そっちゅう

”と呼ばれ、大きく３つの種類がありま

す。それらは脳の血管が詰まる“脳
のう

梗塞
こ う そ く

”、脳の表面の太い血管が破れる“くも膜下出血”、脳の中の

細い血管が破れる“脳出血”です。脳は体の様々な機能をコントロールしているので、脳卒中を発症

すると命にかかわる事はもちろんですが、一命は取り留めたとしても寝たきりになるケースや、何らかの

後遺症が残る確率が高くなります。 

例えば大脳を損傷すると、運動麻痺や感覚障害、ろれつが回らない、言葉が出ないなど言語障害

が残ります。脳幹や小脳の場合はモノが二つに見えたり、ふらつくなどの症状がでるそうです。 

 

怖いですよね。こん

な病気にならないよう

に気をつけようと思い

ませんか。 

そのためには血管を

大切にしなければなり

ませんが、左下図にあ

るように血管にダメー

ジを与えるタバコを吸

い続けると脳卒中の発

症リスクが１．５倍にな

るそうです。 

 

だから、やっぱりタ

バコに手を出すべきで

はありません。 
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